
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

糖尿病・代謝・内分泌内科ローテーション型専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
糖尿病・代謝・内分泌内科専門医育成を目的とした専門研修を行う。専門医指導により、糖尿病・代謝・

内分泌学における幅広い知識と技術を習得できる。最近注目されているメタボリックシンドロームは、

当科の守備範囲であり、また糖尿病は多彩な合併症を呈することがあり、他の内科の分野の疾患も同時

に経験することが可能であり、多岐にわたる疾患の病態生理や治療を実際の診療を通して習得でき、第

一線の実地医療の現場で直ちに役立つ糖尿病・代謝・内分泌医を養成するよう工夫されている。本コー

スにより日本内科学会認定医および日本糖尿病学会専門医、日本内分泌学会専門医を取得するための十

分な症例数を経験できるよう配慮されている。さらに希望者は日本内学会の総合内科専門医取得のため

に総合内科を中心に修練することもできる。 
まず、内科全般を十分な期間をかけてローテーションすることにより、一般内科に必要な経験と臨床能

力を身につけ、日本内科学会認定内科取得医を最終目標とします。後期研修 1・2 年目に、糖尿病・代

謝・内分泌科を含む大森病院の各内科を半年単位で計４ヶ所ローテーションし、前期研修で不十分であ

った内科分野を経験・学習し、同時に各専門医の取得にも努めつつ、学術活動の基本を開始して頂きま

す。 
 
研修カリキュラム 
１～２年目  
病院名・診療科 
①東邦大学医療センター大森病院 内科各科 
②内科後期研修指定病院（済生会横浜市東部病院 / 済生会神奈川県病院）/ 横浜労災病院/ 
            JCHO 東京蒲田医療センター/日本赤十字社医療センター） 
研修期間 
２年(半年単位) 
習得内容 
指導医のもと入院患者の診療を中心に行う。指導医の付き添いのもと初診外来における診療にも参加す

る。内科疾患の診断、治療ならびに代表的検査法である心臓、腹部超音波、上部内視鏡検査などを研修

する。また日本内科学会認定内科医を取得するために幅広く内科系の症例を経験する。 
 
３～５年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 糖尿病・代謝・内分泌センター 
研修期間 
２年 
習得内容 



糖尿病については、境界型、2 型糖尿病、およびその他の糖尿病の診断、治療および教育・指導につい

て学会勧告の内容を習得する。 昏睡および低血糖例の緊急処置ができると共に低血糖に関する正しい

知識と対応、sick day rules を含めた教育・指導について学会勧告の内容を習得する。 内分泌疾患（間

脳・下垂体疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患、性腺疾患）の診断、治療および教育・指導に

ついて習得する。 内分泌疾患を診断するために重要な画像診断（エコー、ＣＴ、ＭＲＩ及びシンチグ

ラフィー）の実施と読影を習得する。 
 
４年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 糖尿病・代謝・内分泌センター 
研修期間 
１年間 
習得内容 
糖尿病についての特殊な患者、すなわち、糖尿病昏睡、重症合併症（特に網膜症、腎症および神経障害）、

不安定型糖尿病、妊娠（妊娠糖尿病および糖尿病合併妊婦）、外科手術について学会勧告の内容を習得

する。 内分泌疾患（間脳・下垂体疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患のクリーゼ）の診断、

治療および教育・指導について習得する。 
 
①日本内科学会認定内科医、日本糖尿病学会専門医、日本内分泌学会専門医の取得 ②日々の臨床に励

み、糖尿病・内分泌学を究める  
 
週間予定 
 

 
月 火 水 木 金 土 

午前 
外来 外来 外来 外来 外来 外来 

病棟 病棟 病棟 病棟 病棟 病棟 

午後 

外来 外来 外来 外来 外来                       
 

病棟 病棟 病棟 病棟 病棟 
 

教授回診 副腎静脈サンプリング 甲状腺エコー 甲状腺エコー 甲状腺エコー 
 

症例検討会 症例検討会（教授・研修医のみ） 
  

症例検討会 
 

 
教育関連病院・施設 
済生会横浜市東部病院総合内科、横浜労災病院等 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
新研修制度になってから学位を取得した者は１名。日本内科学会認定医に関しては、全員取得している。

専門医も新研修制度になってからは、日本糖尿病学会専門医を該当者 2 名がいずれも取得している。 
 
コースの指導状況 



当科及び関連病院ともに高度の専門性と豊富な指導医があり経験豊富な指導医の元で、一人の指導医に

偏らず、指導を受けられる。大学院生も積極的に受け入れている。研究と臨床研修がバランスよく行え

るように常に配慮している。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院生は積極的に受け入れている。指導教授(弘世教授)が研究テーマを選定し第一線の科学論文投稿

目指して臨床・基礎研究を指導、学位の取得に努めている。当科には３名の海外留学経験者が在籍して

いる、また現在も１名海外留学中である。海外留学希望者はその旨を診療責任者に伝える。 
 
評価及び修了認定 
年度ごとに症例数を確認し、最終的に、内科認定医、糖尿病専門医、日本内分泌学会、総合内科専門医

の資格を取得するのに必要な臨床経験・学会活動（発表など）を行っているか否かを、教室責任者が評

価する。内科学会認定医をもって初期の研修修了認定とし、日本糖尿病学会、あるいは日本内分泌学会、

の資格取得をもって、研修修了認定とする。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本内科学会 

資格名 日本内科学会認定医 

資格要件 教育病院３年以上、ACLS 履修等 

専門資格の概要 

必修化された臨床研修 2 年は教育病院での研修扱いとする。当該学会が認定した教育病院（大学病院含

む）における後期研修プログラムの一環として無認可病院へ派遣された措置がある（1 年以内の派遣に

限る） 

 

学会等名 日本内科学会 

資格名 日本内科学会認定総合内科専門医 

資格要件 認定内科医資格取得後、認定教育病院での研修 3 年以上 

専門資格の概要 

認定内科医資格取得後、認定した教育病院（内科臨床大学院含む）での内科研修 1 年以上＋認定教育関

連病院での内科研修 2 年以上＝計 3 年以上(卒後 6 年以上) 

 

学会等名 日本糖尿病学会 

資格名 日本糖尿病学会専門医 

資格要件 認定内科医資格取得後、日本糖尿病学会認定教育病院での研修 3 年以上 

専門資格の概要 

認定内科医資格取得後、日本糖尿病学会認定教育病院での常勤として糖尿病臨床研修 3 年以上で、入院



糖尿病患者 40 症例以上の治療経験。糖尿病臨床に関する筆頭者としての学会発表または論文が 2 編以

上。 

 

学会等名 日本内分泌学会 

資格名 日本内分泌学会専門医 

資格要件 教育病院３年以上、ACLS 履修等 

専門資格の概要 

認定内科医資格取得後、日本内分泌学会認定教育施設で、指導医のもとで内分泌代謝疾患 40 例以上を

経験。内分泌代謝疾患臨床に関する学会発表または論文発表が 5 編以上で、少なくとも 2 以上が筆頭者

である。 

 
認定医・専門医受験の可否は教室責任者が判定する。 


